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２０２４年度 自 己 評 価 

 岡山商科大学専門学校 

 

1. 校訓  

「 I d e a ＆ T r y 」  （新しいアイデアを創造し、挑戦してくことを基本にグローバルな感性を持った人材の

育成を目指します。） 

 

2. ミッション（使命、存在意義） 

社会の変化に対応すべく、教職員が一丸となって努力を続け、学生の自主・自立の精神と幅広い職業観を

育み、問題発見能力、問題解決能力、コミュニケーション能力をしっかりと身に付け、社会に貢献できる人材を

育成します。そのために、 

1 チャレンジ精神を大切にします。 

2 確かな学力の向上と進路の実現を目指します。 

3 個に応じたきめ細かな指導に取り組みます。 

 

3. ビジョン（将来像、目指す姿） 

（1）  学生が自主・自立の精神と幅広い職業観を育み、社会に貢献できる人材が育成されています。 

（2）  トラベル観光学科、動画デザインビジネス学科、事務職養成学科、の認知度が高まり、多くの学生の学び

の場となっています。 

（3）  国際総合ビジネス学科の認知度が向上し、多様な学生の学びの場となっています。 

（4）  経営安定化推進５カ年計画の取組が着実に進んでいます。 

 

4. ビジョン達成のための重点目標（資料 1） 

（1）  学生の自主・自立の精神と幅広い職業観を育み社会に貢献できる人材を育成します。 

①  資格取得に向けた計画的な指導体制を確立します。 

②  能力別授業班編制によるわかりやすい授業や、模擬テストの実施により留学生個々の日本語力を把握し

た適正な授業展開により、教育の質を向上させます。 

③ 進路保証のため資格取得意欲や進路意識の向上に向けて個に応じた指導を充実させます。 

④  2019年度に受けた「高等教育の修学支援制度の対象校」認定を継続させます。 

 

資料 1 学生の現状について 

① 令和６年５月１日の在籍状況                     

学科名 学年 年初 合計 退学・除籍 (休学) 年度末 合計 

トラベル観光学科 

１年生 

  ４名 

８５名 

 

０名 －  ４名 

８１名 
まんが・ネットショップ学科  １名 ０名 －  １名 

事務職養成学科  ３名 １名 －  ２名 

国際総合ビジネス学科（留学生） ７７名 ３名 － ７４名 

トラベル観光学科 

２年生 

１名 

３６名 

(前期５名) 

   ０名 － １名 

３４名 

(前期５名) 

まんが・ネットショップ学科  ０名    ０名 －  ０名 

事務職養成学科 １４名   ０名 － １４名 

国際総合ビジネス学科（留学生） 
２１名 

(前期５名) 
  ２名 － １９名 

キャリア専攻学科（留学生） (１年制) ０名 ０名   ０名 － ０名 ０名 

合    計  １２１名(前期５名) ６名 ０名 １１５名(前期５名) 

  ※（  ）は10月入学生で外数 
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  在籍管理の徹底により、退学・除籍者数が激減した。 

  （ Ｒ元年度33名 Ｒ２年度41名 Ｒ３年度 22名 Ｒ４年度８名 Ｒ５年度４名 Ｒ６年度６名） 

  ※ Ｒ３年度から始めた在籍管理の見直しの成果が数値に反映されて来ている。引き続き向学心の喚起  

   と、心のケアを在籍管理の柱とする。 

 

   ② 卒業生の進路状況について 

 各学生は現状をよく把握し前向きに進路決定に向け活動した。 

留学生の内３名が起業に向けての進路選択をした。  

● 日本人学科の状況  

卒業者数 進学者数 就職者数 未就職者数 進学・就職率 

１５名 ８名 ６名 １名 ９３．３％ 

 

● 留学生の状況 

 

③ 学生の資格取得状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日本人学科の学生数の減少により資格取得数は減少している。 

・ＦＰ２級に１名が合格した。 

〔以下の結果は反映されていない〕 

・留学生学科の学生もコンピュータ関係の検定に取り組み、成果を残している。 

・日本語能力試験（JLPT）では、能力別クラス編成や校内模試を実施し、合格者増を目指す取り組みをしている。 

 

 

 

 

 

 

 

岡山商科

大学編入 

ｷｬﾘｱ専攻 

学科進学 

他の専門 

学校進学 
就職 未定 帰国 留年 休学 合計 

国際総合 

ビジネス学科 
１ ０ ０ ２１ ２ ０ ０ ０ ２４ 

 令和５年度(2023年度) 令和６年度(2024年度) 

 取得数 ２年次生 １年次生 合計 ２年次生 １年次生 合計 

１３科目取得 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

１２科目取得 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

１１科目取得 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

１０科目取得 ０ ０ ０ １ ０ １ 

９科目取得 １ ０ １ ０ ０ ０ 

８科目取得    ３    ０    ３  ０ ０ ０ 

７科目取得 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

６科目取得 ４ １ ５ ０ ０ ０ 

５科目取得 １ ０ １ ０ ０ ０ 

４科目取得 ２ ６ ８ ３ ２ ５ 

３科目取得    １ ４ ５ ７ ２ ９ 

２科目以下     １ ４ ５ ５ ２ ７ 

1名平均取得数 5.8科目 3.3科目 4.5科目 3.3科目 3.5科目 2.6科目 
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   ④ 上級資格検定者合格数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ⑤「高等教育の修学支援制度の対象校」認定を継続している。 

 

（２）学科の認知度が高まり多くの学生の学びの場となっている。（資料２） 

① 岡山商科大学３年に有利な条件で編入学できる唯一の専門学校であることを柱に広報している。 

② トラベル観光学科は、岡山県内で観光業や旅行業が学べる唯一の専門学校であり、旅行業務に関する国家 

  資格が取得できることを伝えている。 

③ 附属高校への広報戦略を変更し、文化祭やオープンスクールで専門学校の説明ブースを設けている。 

④ 学校の名前の浸透を目的にした広報を展開している。 

 

資料２ 学生募集活動について 

   ① 体験入学（オープンキャンパス）・見学説明会 

 

 

 

 

 

  ※日本人は大きく減少、留学生は大きく増加した。 

 ・資料請求（ R３：６０７人 → R４：６１９人 → R５：４０１人 → Ｒ６：４３２人） 

 ② 令和５年度（2023年度）～令和７年度（2025年度）受験者・入学者数 

資格検定名 ２年次生(名) １年次生(名) 

Word 文書処理技能認定試験１級 ０ ０ 

Word 文書処理技能認定試験２級 ０ ２ 

Excel 表計算処理技能認定試験１級 ４ ０ 

Excel 表計算処理技能認定試験２級 ７ ０ 

Access ビジネスデータベース技能認定試験１級 ０ ０ 

Access ビジネスデータベース技能認定試験２級 ３ ０ 

PowerPointプレゼンテーション技能認定試験上級 ０ ４ 

Web クリエイター能力認定試験上級 ０ ０ 

秘書検定２級 １ ０ 

色彩士検定２級 ０ ０ 

日商簿記検定２級 １ ０ 

国内旅行業務取扱管理者試験 ０ ０ 

総合旅行業務取扱管理者試験 ０ ０ 

国内旅程管理主任者 ０ ０ 

国内旅行地理検定試験２級 ０ ０ 

世界遺産検定２級 ０ ０ 

合          計 １６名 ６名 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

日本人参加者数（人） ３６名 ３３名 ４５名 ２３名 １９名 

留学生参加者数（人） ６７名 ３７名 ６名 ４３名 １１８名 

 
令和５年度 

(2023年度) 

令和６年度 

(2024年度) 

令和７年度 

(2025年度) 

学科名 入学定員 修業年限 受験者数 入学者数 受験者数 入学者数 受験者数 入学者数 

トラベル観光学科 ２０名 ２年    ２名 １名 ４名 ４名 ３名 ３名 

まんが･ﾈｯﾄｼｮｯﾌﾟ学科・動画ﾃﾞｻﾞｲﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 ２０名 ２年    ０名 ０名 １名 １名 １名 １名 

事務職養成学科 ２０名 ２年    １４名 １４名 ５名 ３名 １名 １名 

国際総合ビジネス学科（留学生） 30名･40名 ２年 ２４名 ２３名 ９５名 ７７名 103名 ７７名 

 40名 38名 105名 85名 108名 ８２名 
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 ・国際総合ビジネス学科の入学定員を令和７年度から４０名にした。 

・国際総合ビジネス学科への受験者数は、商大別科から５０名を超えこれまでの最高の人数になった。 

 ・日本人学科への志願者は、トラベル関係の希望者数の増加を予測していたが志願者増にはなっていない。 

 ・附属高校からの志願者が１名と少なく、３年間続けた附属高校生全員に配布するリーフレットによる広報か

ら附属高校の文化祭やオープンスクールに専門学校を知ってもらう方法に変更した。 

 ・ワイド（各種のデジタルサイネージと県立図書館広告）＆スポット（地域と年齢を限定したインスタグラム

やFaceBook広告）の広報活動を引き続き展開した。 

  

（３）学科の認知度が向上し多様な学生の学びの場となっている。 

 ・留学生学科の日本語教育において、能力別クラス編成による授業を展開した。 

 ・日本人学科では日商簿記２級・ＦＰ２級に合格する学生も出て、向学心の向上が見られた。 

 

（４）経営安定化推進５カ年計画を策定した。（資料3-1 資料3-2） 

  2024年１月４日付で経営安定化推進計画（５カ年計画）を策定し、順次取組を進めている。 

  ※2024年度から５年間の経営安定化目標を「学校の魅力は、教育の内容にある。」とし、「学生の夢の実現」 

  「望まれる人材への成長」を教育の目的とした。 

資料3-1 経営安定化推進５カ年計画 

 取り組み内容 取組状況(１年目) 

１ 
継続(管理経費支出管理・ｶｳﾝｾﾗｰの導入・留学生の在籍管理・附属高

校特別指定校制度(指定校Ａ) 

校内体制の整備(組織再編/業務の見える化/COS 学習ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ/教職

員の自己評価/学校関係者評価委員会) 

ｷｬﾘｱﾉｰﾄを作成 

(進路業務の効率化を目標) 

２ 学校運営の効率化(教務規定書・教務細則書・学生準則書による校務

の見直し) 

職員会議の回数減および効率化に

よる会議時間の短縮 

３ まんが･ﾈｯﾄｼｮｯﾌﾟ学科/ｷｬﾘｱ専攻学科/ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ学科の募集停止と動画

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ学科の新設 

動画ﾃﾞｻﾞｲﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ学科の募集を開

始 

４ 学科のｱﾋﾟｰﾙ力強化(わかりやすい教育課程表・ｶﾘｷｭﾗﾑﾏｯﾌﾟ)の作成 教育課程表・ｶﾘｷｭﾗﾑﾏｯﾌﾟ作成完了 

５ 新たな留学生学科の新設 具体的な取組なし 

６ 学校名の変更 具体的な取組なし 

７ 観光業の魅力発信 旅ﾌﾟﾗﾝｺﾝﾃｽﾄの実施(応募147件) 

８ 入試制度改革(国際総合ビジネス学科の 30人から40人への入学定員

の見直し) 

定員を40人へ見直 

入試制度を変更 

９ 学納金の増額(物価上昇･最低賃金･他校の状況から考察) 授業料を５万円増額 

10 日本語教育のための常勤教員を採用 常勤日本語教員２名体制 

11 学習環境の整備 
多目的教室・ｽﾀｼﾞｵﾙｰﾑ・保健室を

新設 

12 学校運営費補助金の岡山県への要望 国会議員へのﾛﾋﾞｰ活動を実施 

 

資料3-2 教職員体制について 

  令和６年度は、新たに日本語教員採用した。県立高等学校の校長を教頭として迎えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

校長 １ １ １ １ １ １ 

教員・教頭 ４ ６ ６ ６ ７ ７ 

非常勤講師 ２１ ２１ ２２ ２１ ２０ １９ 

事務長 １ １ １ １ １ １ 

事務員 ２ ２ ２ ２ ３ ３ 

嘱託職員 １ １ １ １ ０ ０ 


